
1. はじめに

コンピュータによる水深取捨の一手法

上田秀敏 ・水路通報課

西沢邦 和・沿 岸調査課

A method of sounding selection using electronic computer. 

Hidetoshi Ueda Notices to Mariners Division 

Kunikazu Nishizawa : Coastal Surveys and Cartography Division 

測量原図から海図κ採用する水深を取捨選択する作業は，熟練した技術者でも判断力と時間を要するもの

である。さらに海底地形ゃ対象船舶の違いなどにより係用される水深Kはそれぞれ異左った特徴があり，そ

の全ての場合をコンビュータにより処理する ζ とは複雑念アルゴリズムを要し，コンビュータにかかる負荷

も大きなものと在る。

以下に述べるのは，日本水路協会の「 加Oカイリ海域の総合調査に関する研究」の一部として行われた成

果であり，コンピュータ κよる水深取捨という自動化になける大き念テーマに対する第一歩を念すものと考

える。設計に際しては， OraasS . R. C 19 7 5 ）によるカナダ水路部で開発された手法を参考としたが，ととでの

基本的左考え方は従来からの水深取捨技術を文：寧K表現しうる項呂について検討したうえで，それをコンビ

ュータが処理しやすい形に置き換えるというものである。ととで用いた演lj量原図の水深データは海洋資料セ

ンター管理の「水深データファイル（一次ファイル）」であ P，同ファイルの詳細については海洋資料セン

ター編「水深データカタログ」 c19 8 3年 3月）を参照して頂きたい。

2. 人手による水深取f舎の基本事項

コンピュータによる水深取捨のアノレゴリズムを考えるにあたり，まず編集技術者が現在どのよう念判断材

料Kより水深取捨を行っているかについて検討してみた。とれKは，図誌課（ 1962），海図課（ 1975),

同（ 1979）等を参考にした。その概要について文章で表現すると以下のようになる。

(1）海域の尽浅の水深は優先する。

（お 水深密度は浅いととろから深〈左るκつれ粗くする。

（訪海底起伏の特徴を明確Kし，暗礁・浅瀬についてはその広がりを示す。

但） 等深線の突出部の水深は優先する。

（司海域の最深は優先する。

ζれらはあくまで平均的左基本事項であって，技術者により各事項に対する優先度は異左る。要は航海の

安全性を重視し， しかも地図表現として適切左水深取捨が行われるととKある。

3. コンピュータて処理するための解釈と手JI国
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コンピュータκよる水深取捨手法を設計するには，前記の基本事項をコンピュータが処理しやすいように

解釈し左ければ左らなL、。とれは入手による場合，技術者が測量原図を左がめるととにより総合的に評価した

うえで判断するととができるが，コンビュータにとっては ζの種の処理は極めて不得意だからである。

前記した基本事項を全て満足するものでは左いが次の 2つの手順Kよりとの問題をある程度解決できると

考えた。

(1）測量原図を任意の間隔で分割し代表水深を選ぶ。

コンビュータの負荷を小さくし， ファイ Jレ内の水深を整理するため，海域の特徴K合わせた間隔をパラメ

ータで与え海域を格子状K分割し，分割された区域（メァシュ）どとの代表すべき水深（代表水深）を見つ

ける。その方法は，損IJ量原図の座療原点を基K原点を定めx.y座擦を設定したうえで等間隔左メッシュを

つくり，メッシュ内の水深値を検索し，軍浅（深）値を代表水深とする。メッシュ内K同値の最浅（深〕値

がある場合は，便宜的Kメッシュの中央K近い水深値を採用する。との代表水深を深度とメッシュ番号をキ

ーとしてソートして；！，• ＜。

(2）選択される水深の間隔を定めるために「影響領域」を設定し代表水深を検索する。

縮尺との関係を考慮しつつ水深値にしたがって半径 5m加から 2sm11tの「影響領域」を設定する（第 1表）。

「影響領域」は選択される水深の間隔を決定するパラメータの役割を在すもので，浅い水深ほど小さくする

ボその値に一般性はなく経験に基づいて決められる。との「影響領域」を各代表水深K適用し，領域内に

代表水深より浅（深） ¥ 、ものが念いかどうかを検索する。左い場合は代表水深を選択水深とし，ある場合は

その水深を選択水深とする。 ζの検索は代表水深の最浅（深）｛直よ Dl願κ行い，一度検索が行われた「影響

領域」内の水深はその後の検索対象とし~L、。

以上の手l臓により「水深

データファイル」から「分

類水深ファイル」を作るが， 第 1表水深値の「影響領域」 （単位 mm)

メッシュの大きさを「影響

領域」よ b大きく与えた場

合は，代表水深の全てが選

択水深と左りメ yγュ相互

間での検索を受け念い水深

カ喋るととに在る。

「分類水深 7TイJりには

i 選択され左かった

もの

II 代表水深では左い

が選択されたもの

iii 代表水深で選択されたもの

江旦ミ
2・以下

5 • ，， 

10 • ，， 

20 • 今

30圃
,, 

200 • ，， 

1000 • ,, 

1001 .以よ

iv 代表水深であったが選択されなかったもの

1/1万 以k

5 

5 

7. 5 

10 

12. 5 

15 

1/5万 以上 1/10万以上 1/20万 以上

5 7. 5 

7. 5 10 

10 12. 5 15 

12. 5 15 17. 5 

15 17. 5 20 

17. 5 20 22. 5 

25 

1/50万 以と

20 

22. 5 

25 

25 

25 

がそれぞれマークによ b分類されてシb，ζれらを 7・ロツタ Kよb色月ljvc描画する。これは，プロァタ出力

図κょb選択された水深と他の水深κついて検討するためである。プロッタ出力図を第 1図κ示す。
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以上の処理手II買のフローチャー卜は第 2図のように左る。
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第 1図 プロッタ出力図（メッシュ間隔 10 m祝， O印が選択された水深）

4. プログラムの慨要

とのプログラムは「水深データフ 7イル」を刺用するために，前作業として利用し易いファイルに変換す

るとと，及びデータを取得した測量原図の投影法，地球原子によって処理が異左るという理由で処理過程が

複雑になっているが，全てサブルーチン化され，その数は大小合わせて 33個，総ステップ数は約 2,00 0と

なっている。処理能力については，最大処理水深数は 15,00 0点， プログラムサイズ 80Kワード，処理時間

は処理水深数によって異るが最大60分程度である。現在のととろ「水深データファイル」の種類が少左いた

めに条件の異念る海域での十分念実験結果は得られてい念いが，メ y シュの大きさと選択される水深の数は

ほぼ反比例するととが分っている。

5. むすび

とζで紹介したプログラムは，コンピュータによる水深取捨の現段階での一手法であり，海底が比較的平

坦左海域K対してはか f.(bの効果が上がると思われる。しかし左がら最終目的である海図の自動作図工程κ

直接結びつける ζ とのできる成果を得るには至っていなL、。今後は，編集技術者が行っている文章にしにく

い水深取捨の基準をさらK洗い出し，それらをL、かにうまく整理しアルゴリスム化するととが大き左諜題で

あb，とれらに十分念検討が加えられたとき複雑左海底地形を有する区域を含めたあらゆる海域K対応する

ζとのできるシステムを作る ζ とに道が開けよう。その前提として「水深データファイル」の充実が不可欠
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念のは言うまでも左L、。
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第 2図 フローテ ャ ー 卜
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